
 

第25期・第6回地球惑星科学委員会 IGU 分科会 ICA ⼩委員会 議事要旨 
 

開催⽇時 2023年2⽉14⽇（⽕）16:00〜17:20 
開催場所 遠隔会議 
出席者 伊藤⾹織，⽯川 徹，伊藤⾹織，⼩⼝ ⾼，中⾕友樹，春⼭成⼦，氷⾒⼭幸夫，森

⽥ 喬，⽮野桂司，渡辺浩平，若林芳樹 
 

配付資料  
資料 1 第 25 期第 5 回 ICA ⼩委員会議事要旨  
資料 2-1 地球惑星科学委員会 IGU 分科会 ICA ⼩委員会参考⽤名簿 
資料 2-2 Ｅメールアドレスの取扱いについて  
資料 3-1 ICC2023 ウェブサイト 
資料 3-2 ICC2023  の投稿状況 
資料 4-1 ICA 執⾏委員会  
資料 4-2 ICA コミッション 
資料 4-3 ICA 表彰  
資料 4-4 ICA ナショナルレポート（⽇本）2015-2019  
資料 5 シンポジウム案 

 
議題等  
(1) 前回議事録の確認（資料 1）  
事務局に提出された前回議事録要旨の確認が⾏われた． 
 
(2) ⼩委員会のメンバーについて（資料 2-1，2-2） 
新任の⼘部委員，熊⽊委員，永⼭委員，古橋委員の紹介があった．委員会のメールはbccで
送信するのが原則だが，委員内ではtoでも可とすることになった． 
 
(3)  ICC2023 ケープタウン⼤会（資料 3-1，3-2）  
� 国際地図展については，前回担当の上⽥秀敏⽒と相談して対応する． 
� バーバラ・ペチュニク⼦ども地図展については⼤⻄宏治⽒を中⼼に準備を進め，⽇本

地図学会を通じて募集している． 
 
(4) ICA 対応（資 料 4-1，4-2，4-3，4-4）  
� 役員選挙については，次回総会が開催される4年後に向けて準備を進める．今後は若⼿

の参加を促して中⻑期的に対応することを確認した． 
� コミッションとして現⾏のユビキタス・マッピング委員会の継続をナショナル・コミ

ッティとして提案する．代表は⽯川委員に交代することが報告された． 
� 表彰については，森⽥委員が今期の選考委員に⼊っているが，候補の提案は⾒送る． 
� ICA scholarshipについては，⽇本から1名応募の打診があったが取り下げになった．
次回に向けて国内向けにも宣伝をすることにした． 

� ナショナルレポートは，編集委員会をたちあげて執筆を進める． 
� 学術会議のICC2023代表派遣には，若林委員を推薦したことが報告された． 

 
(5) シンポジウム案の検討（資料 5）  
� テーマと登壇者の案について意⾒交換を⾏った． 
� 学術フォーラムとしての開催も考えられる．その場合は分野を広げてオープンサイエン



ス関係者にも声を掛ける． 
� ジェンダーバランスを考慮して，登壇者に⼥性を追加する． 
� 地理教育分科会（井⽥委員⻑），地図／GIS⼩委員会（橋本委員⻑；⼩⼝副委員⻑，中

⾕幹事はICA⼩委員会の委員），IGU分科会（鈴⽊委員⻑）に打診する． 
� オンライン開催を予定しているが，もし対⾯開催なら会場の確保が必要．学術会議講堂

の空き状況を調べる． 
� スケジュールを考慮すると迅速に進める必要があるため，申請書については委員⻑に

⼀任することになった． 
 

(6) その他  
� なし 
  
  


